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議員有志６人と町民有志が呼びかけた「告訴・真相解明を求める署名」は30日現在２，７７７筆が集約されています。これは、北川町長を支持する方も、そうでない方も、「親が３０００万円弁済したからと言って、税金で成り立っている町が今まで告訴しないのは、おかしい」と思っておられる表れではないでしょうか。ご協力ありがとうございました。


事件の全容解明と原因・責任の所在など明らかにするたたかいは今後も続きます。ご支援よろしくお願いします。





お詫び、訂正


甲良民報６８７号リード文の一般質問議員の記事に「西川議員」が漏れていましたので、お詫びして以下のように訂正いたします。


一般質問は８人（５日・月曜＝野瀬、田中、山田充、岡田、西川の各議員の順。６日・火曜＝宮嵜、山田裕康、西澤の各議員の順）





事件発覚から10か月、やっと刑事罰を求める扉が世論に押され開かれた形です。町民の多くは、町長が告訴をしないことに強い不信を募らせていました。


署名運動が進む中、いろんな声が寄せられています。行政や当事者とかかわりのあるＢさんは、考えた末「いろいろ親しくしてきたが、あれとこれとは違う。やっぱり署名するわ」と何かを吹っ切るように応じてくれました。ある方に「町が、警察に訴えていないのですよ」と説明すると「え？まだ告訴してへんのですか！」と驚きの表情。


Ｋの家族が弁済した額が３０００万円、町は「被害額３０００万円超える」と発表。なのに、告訴額は３件、２４６万８２００円。これではとても納得できかねます。


だからこそ、事件の全容・原因などの真相解明は必須課題と言えます。





横領事件に対する町の説明に疑問が深まっています。それは、職員による着服がなぜ見抜けなかったかとの議員の問いに、上田税務課長（当時）が回答した「Ｋが会計室へもっていくふりをして、だまされた」という説明です。


Ｋ容疑者が隠し持っていた納付書の残り１９２戸分は８１８件です（８月公表）。ということは、課長（当時）の説明通りだと８１８回も「だまされた」ことになるのです。１戸につき平均３件としても２７０回もだまされたことになるのです。「だまされた」は言い訳で、「知っていたのでは」との疑惑が深まります。





町は29日、記者会見で横領事件の告訴手続きを行ったと発表。発表（議会への報告、記者への回答を含む）の概要は次の通りです。


◆被告訴人は元町職員Ｋ（実名で発表）◆業務上横領罪容疑◆27年度中の横領額３件・２４６万８２００円（間違いない証拠で固められる被害）。内、町県民税４４万１９００円、他は固定資産税、軽自動車税◆町としては横領総額３０００万円超と判断。◆本人からの謝罪はない。◆上司の処分は、３月に処分済なので、今のところ考えていない。
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